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What for ? 校長 久保田 啓介

We are Global 今月の国『PHILIPPINES』在籍の帰国生徒による現地の紹介。興味をもったら調べましょう！

国名：フィリピン共和国

首都：マニラ

人口：1億 903 万人

公用語：フィリピノ語・英語等

面積：約 30 万㎢（日本の約 80%）

有名な食べ物『アドボ』…酢,醤油,ニンニク

で肉を煮込んだ日本の肉じゃが風の家庭料理。

現地の学校：日本より大人数の学級。入試は日本の方が厳しい。

学校の特色：リセス=おやつやジム、公園でくつろげる休み時間がある。

学校の勉強：グループで討論する授業が主。Online も進んでいる。

日本の印象：きちんとしている。時間を守る。ラーメン・アニメが人気。

現地の環境：やさしくてフレンドリーな人が多い。道がいつも混んでいる。

おすすめスポット：モアルボアル（右写真）の海がきれい。

現地の文化：イベントごとの打ち上げ花火で盛り上がる。

子: I have to go to school today.（今日、学校に行かなくちゃ）

親： What for? It's Saturday today, isn't it? （なんで？今日は土曜日でしょ？）

子: We have Saturday School. Would you like to come? （土曜授業なんだ。来る？）

親: What for?（どうして？）

What for? 「なんで？」という意味のよく使われる言葉です。これまで「なぜ？」はWhy?で覚えている人もい

ることでしょう。Why?は直接的な理由を尋ねる意味があるのに対し、What for?は「何のために？」と目的を尋

ねるときに使い分けたりします。

入学・進級して1 ヶ月が経ちました。昨年度の自分を省みて、新たな目標を打ち立て、とても素晴らしいスタート

が切れた人が多いと思います。本当によく頑張っていますね。しかし、そろそろ心や体が疲れてきていませんか？

「最初は頑張れたけど…」「何かやる気がしない」「登校時間が遅くなってきた」など、こんなはずではなかったこ

とが起きる時期です。でも、それはある意味当然のことです。ずっと同じでは成長はありません。少し厳しいことに

対して無理をし過ぎないで試行錯誤しながら乗り越えるからこそ、人は強く大きく成長できることは皆さんも理解し

ていることでしょう。困難に直面した時、そこで諦めてしまってはここまで頑張った自分が泣いてしまいます。

そこで、皆さんと共に考えたいのは「目的」です。自分自身にWhat for?を問い続けてほしいということです。

夢や目標が突然降ってくるケースはそうありません。今の学習や部活動の練習、委員会活動など全てに目的があ

ります。この勉強は役に立たないと決めつけず、何のためにこれを学ぶのだろう？と問い続け、そこに向けて仲間と

努力してほしいと願います。また、困ったことがあればすぐに相談してください。

以前、私が担任をしていた生徒の高校入試前の言葉を思い出します。「先生が学ぶ裏側にあるものを学べと言

ってくれていたのは、こういうことだったんですね」と。「例えば、入試の書類を出すには、期日までに必要な書類を

整え、余裕をもって準備すること。紙を折ったり汚したりしないよう、整った環境で作成すること。自分の考えを分か

りやすく心を込めて伝えること。そもそも正しい言葉を正しい字できれいに書くこと。」など多岐にわたって話してく

れました。そして、「その力は急に身に付くものではなく、毎日の授業や生活の中で身に付くものだ」とも言ってい

ました。重要な書類提出の際、その目的を考え、どのように向き合うべきかの大切さを学んだケースです。

よく自分の主義主張だけ強調する人がいます。互いに豊かな生活を送るという尊い目的があれば、互いにぶつ

かり合うことは減るでしょう。学校という集団生活の中で、互いに目的や目標を共有することは大切ですね。

We study at school with our friends every day. What for?



５月１３日（土）に近隣小学校と合同引き取り訓練を実施しました。震度５強以上の地震が発生した場合には、全生
徒が保護者の方の引き取りとなります。
実際に震災が発生した時には、小中学校の両方にお子様がいるご家庭は、中学生を先に引き取り、その後小学校

に引き取りに行くと考え、時間も中学校を早い時間に設定しました。保護者の方の導線など、前年度の反省を生かし、
よりスムーズに引き取りが行えるように実施しました。まだまだ課題もありますが、保護者の皆様からいただいたアン
ケート結果等を参考にしながら、次年度に向けて改善していきます。

コロナ禍の影響もあり、全校生徒が一堂に会して行われる生徒総会は
４年ぶりとなりました。生徒総会では、前年度の活動報告と反省を踏まえ
た今年度の目標を掲げ、活動計画の提案を行います。この流れは、地域
の自治会等で行われる総会と同じです。生徒総会を通して、生徒たちは
自治会の総会の進め方と話合いの仕方を学んでいることになります。つ
まり、自治の方法を学ぶことにつながります。
また、後半は各学級から学級目標が発表されました。どのクラスも、自

分たちのクラスをより良いクラスにしていこうという思いが込められてい
ました。工夫の効いた素敵な目標でした。
活動方針や学級目標は発表して終わりではなく、今日が始まりです。東中生一人一人が、認め合い励まし合いなが

ら、力を合わせて充実した生徒会活動や学級づくりをしていきましょう！
今後の生徒会活動に期待するとともに、学校としても生徒たちの自治活動を温かく見守っていきます。

日 曜日 予定 日 曜日 予定
1 木 1６ 金 前期中間考査
２ 金 体育祭準備 1７ 土
３ 土 体育祭 1８ 日
４ 日 １９ 月 学力向上を図るための調査(1)
５ 月 体育祭振替休日 2０ 火 領域診断テスト(3)
６ 火 学力向上を図るための調査(2) 2１ 水
７ 水 定期考査１週間前 2２ 木 歯科検診(全) 進路説明会(3)
８ 木 体力テスト(全) 2３ 金 進路説明会（保護者）修学旅行保護者説明会
９ 金 オープンキャンパスⅠ 漢字検定 2４ 土
10 土 学校公開 セーフティ教室(全) 2５ 日
11 日 2６ 月 生徒会朝礼
12 月 全校朝礼 2７ 火
13 火 2８ 水
14 水 前期中間考査 ２９ 木 音楽鑑賞教室(2)
15 木 前期中間考査 ３０ 金

引き取り訓練 5月１３日（土）

生徒総会・学級目標発表会 5月１２日（金）

今月の 知 「 Qubena(キュビナ)の活用 」
中野区では今年度、学習eポータル+AI型教材「Qubena（キュビナ）」が導入

されました。
「Qubena」は、AI が生徒一人ひとりの習熟度に合わせて最適な問題を出題す

るAI型教材です。一人１台支給されているタブレット端末を、学習面でより効果的
に活用していくために導入された教材です。中野東中学校では、授業の最初に取
り入れたり、復習として取り入れたりと各教科ごとに活用が始まっています。

６月行事予定


